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光周波数計測分野で大成功を収めてきた光コムは、光コム自身が広帯域をカバーする精密に制

御されたレーザー群と考えられるので、近赤外の分子分光に利用できる広帯域光源でもある。一

方、分子の振動回転遷移にもとづく吸収線は、分子の密度や温度を計測するための非常に有用な

マーカを提供している。我々はこれまで、波長 1.55 μmで発振するファイバ型光コムによりアセ

チレン分子の振動回転遷移の計測などを行ってきた。 

今回は、分子ガスセルを通過した光コムの各モードに記録されたアセチレンの吸収線形を、注

目する同じ吸収線に波長安定化した連続発振のレーザーを使い、RF領域のスペクトルアナライザ

の周波数帯において観測するための簡便な計測方法の提案と実証について報告する。 

下の図は今回提案の方式の概要である。吸収線の左右対称性を仮定すると、吸収中心からの光

周波数に従った吸収線形が、光コムと安定化レーザーの光ビート信号の強度として、安定化レー

ザーの周波数を中心に折り返されて RF 周波数領域に記録される。この際、我々が提案した「半

奇数コム」[1] を実現する位相同期方式を使い、安定化レーザーの周波数が、光コムのモード間

隔の中心になるように光コムをロックすることで、現れる光ビートの数を減らし、「半身」の吸収

線形を観測しやすくする工夫ができ

る。また、光コムと安定化レーザーの

ビートを検出する際、バランスト・ヘ

テロダインの方法を利用すれば、光コ

ム自身のモード間ビートによる繰り

返し周波数信号を抑制して、吸収線形

のみを S/N よく観察することができ

る。検出器の帯域が 1 GHz 程度のも

のを選べば、近赤外でのドプラー吸収

の線幅（数百 MHz）を充分カバーで

きるので、全体として計測系は比較的安価で簡便に用意できる。データの取り込みなどを工夫す

れば、試料の圧力変動や温度変化をリアルタイムで観測できる装置になると期待できる。 
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